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で表わすoNのメンパ~ i をプレイヤ~ iとよぶ。プレイヤー 1は拒否権者で













r o if 1毎S
vr(S) = ~
I max [O, ~ Bi-CJ if 1巴S
iES 
また，比較のため，拒否権が存在しない場合の特性関数Vrrをも与えておく。





仮定1 2J Bi>C 
iEN 





X；ミv({i}) for all i巴N
2J xi=v(N) 
iεN 
















x'f＝÷B， θ＝2, ,n) 
Case 2. nBく2cのとき
xt=BーすC, 戸rall iEN 
また， Guの仁は次の配分 y*=(yt，…，yわであるo
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配分 X=(x1，…，ら〉に対し， 2n次元ベクトル θ（x)= (01 (x）， …， （）2n(x)) 
を考えるO ただし， θ1Cめと｛｝z(x）ミ…ミ（）2n(x）で， （）k(x)=v(S)-2J xi （あ
iES 








? ?、 、 ， ??????
if lES 
ただし， JSJはSの人数である。すると， Gの仁は次のような配分 x*=(x{f,
…，zわである。
Case 1. nBミ2cのとき
* 1 1 X1＝一一－B十一ー－nB-C2 2 
x1＝÷B，《rallり， iキ1
Case 2. nBく2cのとき
x'l'=Bー すC, 《rall iEN 
証明 2J xiを x(S），集合｛i｝を単に tと略記する。また， Sは S三N
iES 
かつ非空とする。
(Case 1 : nBミ2cのとき〉




Claim 2. 日引くめ－x＊（区制－i)-x叩 －i)=-+B，円相
-792-
まず， nと2と nBミ2cより （n-l)BミCなることに注意する。
1 




Claim 3. x= (x1，…，xn）を zキx＊ なる任意の配分とすると，ある Sに
対し， v(S)-xめー ナB となるo





=v(N -j) -x*(N-j) 
＝－÷B 仰 n2) 









Claim l. 1毎S＜＝初 （S)-x*(S）三主（i)-x=t
＝ー （Bー ナC），円相












max[v(S)-x*(S) J =v(i)-x~， ViεN 
s 
なることが言えた。ここで、， qキx＊ なる任意の配分zを考えると，ある iEN
について勾くx~ であるから，この i について
uくの －xi>v(i)-x~
となる。ゆえに定義から， x＊ は仁である。
（証明終〉
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